愛知大学国際問題研究所紀要１００号　総目録 by 愛知大学国際問題研究所
愛知大学国際問題研究所紀要総目録
(1949^-1993)
以下の総 目録の うち、1～25は 「国際政経事情」のタイ トルで
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四 方 博
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一 圓 一 億
池 上 貞 一
金 丸 夫
胡 麻 本 蔦 一
川 崎 一 郎
鈴 木 中 正
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小 幡 清 金
広 長
池 上 貞
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松 葉 秀 文
朴 庸 坤
松 葉 秀 文
向 山 寛 夫
金 丸 一 夫
入 江 啓 四 郎





























鈴 木 安 蔵
中国の新憲法を中心とする課題 高 橋 勇
人民代表大会制度 小 岩 井
新憲法における中華人民共和国主席の職位 松 葉 秀
中華人民共和国国務院について 池 上 貞






























黒 木 三 郎
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副 島 種 典
朴 庸 坤
野 崎 幸 雄
近 藤 晴 彦
松 葉 秀 文




























「労働者階級の絶対的窮乏化の法則」について 副 島 種 典
1954年末の国民保険制度改正に対する労働党及び労働組合の見解について
英国の社会保障をめぐる問題 杉 本 出 雲
ソ同盟における農業政策の新展開 富 岡 裕
南朝鮮経済の動向
戦後朝鮮の経済構造の変化を中心として 朴 庸 坤
南朝鮮における民法改正の動向と法意義の錯綜1黒 木 郎
東西両洋文学の相互的影響一 第29回国際ペン大会の課題 荒 川 竜 彦


















































鈴 木 択 郎















































副 島 種 典
野 崎 幸 雄
おかだ ひでお
黒 木 郎
荒 川 竜 彦














入 江 啓 四 郎
鈴 木 正 四
鈴 木 中 正
島 本 彦 次 郎
松 葉 秀 文
黒 木 三 郎











松 葉 秀 文
朴 庸 坤
影 山 日 出 弥
三 好 四 郎
酒 井 吉 栄
木 田 純 一
黒 木 三 郎
河 合 秀 敏
30(1960.12)
中国農村の人民公社化過程について 野 間 清
人民公社史をめぐって 今 泉 潤 太 郎
中ソ国境河川協定論 川 崎 一 郎
法の範疇的構造 ケリモフの所説をめぐって 影 山 日 出 弥
ヘルマン・クライヤー 編「マルクス ・レーニン主義による国家と法の理論」(1) 黒木 三郎 訳




1934～40年のインドにおける政治的潮流の一考察 坂 本 徳 松
インド刑法について 木 田 純 一
中印国境問題の現状 川 崎 一 郎
アメリカ対AA政 策のジレンマ 柳 沢 英 二 郎
「解説」ペ トナム民主主義共和国憲法について
(附)ペトナム民主共和国憲法全文 坂 本 徳 松
インドの新 しい後見、養子、扶養の法律 黒 木 三 郎
第7回国際民主法律家会議について 胡 麻 本 蔦 一





























































































池 上 貞 一
野 間 清



















柳 沢 英 二 郎
池 上 貞 一
野 間 清
酒 井 吉 栄
夏 目 文 雄
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杉 本 出 雲
川 崎 一 郎
浅 井 敦
藤 城 和 美





































































戦 後 ア メ リカの 対 外 援 助1945--1947(1)
中 国 刑法 に おけ る犯 罪 類 型 ②
中 国 文化 大 革命 の 論 点(1)
陳 独秀 を清算 す る
1919年、20年の 湖 南
一theNorth-ChinaHeraldの記 事 よ り一























松 村 一 隆
木 田 純 一
夏 目 文 雄






























チェコスロバキアの新労働法典 ② 大学院労働法研究会胡麻本蔦一 編
44(1969.2)
社会主義建設の歴史の偽造 副 島 種 典
レジス・ドプレのラテン ・アメリカ革命研究(1)柳 沢 英 二 郎
ヨーロッパ復興援助一アメリカの対外援助1948～51年(1)一松 村 一 隆











副 島 種 典
松 村 一 隆
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夏 目 文 雄
松 村 一 隆
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木田純一 共訳
上野達彦
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三 好 正 弘
副 島 種 典
角 谷 登 志 雄
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大 林 洋 五
野 間 清
夏 目 文 雄
水 野 伸 一 郎
大 西 基 夫
野 間 清
夏 目 文 雄
木 田 純 一
水 野 伸 一 郎
水谷 真理 訳
岡 本 正
大 林 洋 五
儀 我 壮 一 郎
藤 城 和 美
夏 目 文 雄
































胡 麻 本 蔦 一
野 間 清
水 野 伸 一 郎




















久 野 重 明
夏 目 文 雄
上 野 達 彦









藤 城 和 美
水 野 伸 一 郎
近 田 尚 己
鈴 木 幹 夫







藤 本 光 夫
上 野 達 彦
近 田 尚 己
大西基夫 訳
62(1978.3)
円の対 ドル為替レー ト上昇と経済政策 奥 野 博 幸
水 野 伸 一 郎価格機構 ・国家 ・国際経済 木 村 憲 二
山 田 隆 雄
ソビエ ト犯罪構成要件論前史
殊にA・H・ トライニンの理論的変遷を中心にして一 上 野 達 彦
「マルクス的過渡期」論の一考察
斎藤、長砂両氏の論議によせて 古 澤 賢 治
キューバ共和国中央国家行政組織法 胡 麻 本 蔦 一
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今 泉 潤 太 郎
田 崎 哲 郎
夏 目 文 雄
鈴 木 幹 夫
70(1981.12)
科学的社会主義の古典的諸命題を正確に理解することの必要性について
一 社会的所有の本質の問題 と関連 して一 副 島 種 典
政治における役割配置
1980年アメリカ大統領選挙の場合 青 木 栄 一
「韓国」問題と日本(下)藤 城 和 美
鈴木揮郎氏に聞く・ 餓 幣 景1
ドイツ民主共和国労働法典(1)
一 解説と条文一 蘇 鎮 讐










伊 藤 峰 司
安 藤 伸 二
夏 目 文 雄
宮 崎 鎮 雄
鈴 木 浩
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加 藤 正 男
安 藤 伸 二
夏 目 文 雄
宮 崎 鎮 雄
鈴 木 浩
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久 野 重 明
山 本 二 三 丸















































近 田 尚 己
細 井 佐 和 子
柳 沢 英 二 郎




田中清氏に聞 く 今 泉 潤 太 郎田 崎 哲 郎
79(1985.6)
「有 名 な"リ ンケ ー ジM理 論 」
イ ス ラム法 に お け る犯 罪 と刑 罰(1)
社 会 主 義 的管 理 の 基 本 認識
ドイ ッ民 主共 和 国 労 働法 典(6)
解 説 と条 文




「在 日朝 鮮 人 問題 、 この十 年 」
柳 沢 英 二 郎








































































































渡 辺 幸 治
柳 沢 英 二 郎
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夏 目 文 雄
田 崎 哲 郎
細 井 保
池 上 貞 一
河 野 眞
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細 井 保
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夏 目 文 雄
平 實
保 住 敏 彦
河 野 眞
90(1989.12)
東 亜 同 文書 院生 の 中 国調 査 旅 行 コー ス につ い て




ア ラブ 諸国 の 刑事 立 法(VI)(完)
池 上 貞一氏 に聞 く
ドイ モ イ(刷 新)の 中の ハ ノ イ に生 活 して(1)
留 学報 告
「ドイ ッ社 会民 主 党 内の 帝 国 主義 を
め ぐる論 争(1895-1914)」(1926)(承前)





























細 井 佐 和 子























細 井 佐 和 子
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旧 韓 国時 代 末 期 の 北韓 地 方 に お け る森林 資 源 の
分 布 と木 材 生産 プ ラ ン
地 方 か らみ た財 政 請 負制 の動 向
一 九 二七 年 の五 人 常務 委 員会
ペ レス トロ イ カ と社 会 主 義(N)
中 国:80年 代 の 産 業 構 造 に つ いて の一 考 察
TheHongkongNegotiatios;isaThrough-TrainPossible?
H・ バ ウ ジ ンガー/M.ブ ラ ウ ン/H.シ ュ ヴ ェー ト




































酒 井 吉 栄
川 原 純
安 藤 伸 二
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